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１、プロジェクトリーダーより～ 
 プロジェクトリーダーからのコメントを記します。 

 

 

 

  

はじめに 4 月 27 日(水)に Shakedown したことを報告いたします。 

 

Shakedown までの経緯を簡単に紹介させていただきます。 

 平成 23 年 4 月 23 日を「Shakedown」目標日として掲げ、昨年の大会が終了してから活動しており

ました。 

しかし、今回発生した地震の影響で、3 月いっぱい大学構内への入校自粛、更に 4 月以降は部活動

活動規制時間が設けられスケジュール通りに活動を進めることができませんでした。このような未曾

有の事態は今までに体験したことが無く、今後どのようにマシン製作を進めていったらよいのか非常

に悩みました。 

思い返ってみると、昨年の大会では動的審査に進むことができず悲しみました。大会終了後チーム

部員一同で決めた「日本自動車技術会長賞」、「ジャンプアップ賞」を獲得するために我々は今日まで

活動をしてきました。やはり、一度決めた目標を諦めるということは自分の中にあるプライドが許さ

ず、何としても「Shakedown をする！」という思い一心で、みんなと大会終了後に立てた目標の再確

認を行い活動再開しました。 

 4 月 20 日にエンジン始動を行いましたが、なかなかかからず実際にエンジン始動したのは 26 日で

した。エンジン始動にいたるまでに様々な検査を行った結果、エンジン移動する際にカムパルサーセ

ンサに衝撃が加わり故障したことが原因でした。 

 翌日 27 日、今回が 7 期始めての Shakedown となりました。天気は曇り。簡易的なブレーキテスト、

急加速、サスペンション等の動作確認をしました。今回の走行を行ったことにより新たなる問題も浮

き彫りになり今後の課題を見つけることができました。 

「マシンは動き出してからがスタート地点に辿り着く」という言葉を聞いたことがあります。つま

り、現時点でようやくスタート地点に辿り着いたことになります。各パートで今後の課題や目標を再

認識し、更なる詰めの作業を今後行っていきます。 

最後に、スポンサーの皆様、大学関係者様、家族の皆様にはいつも温かく見守っていただき非常に

感謝しております。今年の我々TUSFR の目標を今年の大会で達成することができるように活動してい

きますので今後ともよろしくお願い致します。 

 

 

 

機械工学研究会 ＴＵＳ Formula Racing  

第７期プロジェクトリーダー  

佐藤 渉 
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２、ドライバーより～ 
実際にマシンに乗ったドライバーの声を記します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今回のシェイクダウンにおいてドライバーを務めさせていただいた２年目の大久保と申します。 

ここ数年、我々のチームでは大会直前のシェイクダウンが続いていましたが、この度は今期の重要な目

標としていた早期シェイクダウンが実現でき、感無量であります。マシンの仕上がりと致しましてはま

だまだ不十分な点も多く今後も更なる苦労が続くと考えられます。さらに、これから先、マシンセッテ

ィングを煮詰めていく作業に関しては上記の通り、すべての部員が未経験であり未知なる領域となりま

すが、チーム員一同、知恵を振り絞り、最終的な目標である「ジャンプアップ賞の獲得」に挑んで参り

ます。 

最後になりますが今回のシェイクダウンの達成も、震災騒動の中にも関わらず温かいご支援を下さるス

ポンサー様、関係者様によって成し得たものであり、深く御礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

理工学部機械工学科 2 年 大久保 雄大 

この度我々ＴＵＳＦＲは、前代未聞の早さでマシンを作り上げ、去る４月下旬にはシェイクダウンを

実現させることができました。しかし、そのマシンも、我々が作る機械である以上必ず耐久性や信頼

性において不完全な部分があるものと考えられます。 

そこで、今期は残された時間を有効に使い、徹底的にマシンを熟成させるべく走行試験を行う次第で

あります。それと同時に、全ドライバーがマシンの特性をしっかりと理解し、意のままに操作できる

ような訓練も行います。 

Ｆ－ＳＡＥのマシンは、その車両特性において一般のスポーツカーとは異なった性格をもっています。

速く走ることだけを目的とされた高剛性なスペースフレーム、自らが粘着することでグリップを生む

スリックタイヤ、ミッドシップの軽量車体であるがゆえのフロントの接地感の薄さなど、このような

クルマを乗りこなすためには、カートや一般乗用車での運転練習では限界があります。マシンを作る

ことは機械工学の結晶ですが、実際に運転しデータを収集することで、より理解を深め、知識を増や

し、エンデュランス種目の完走につなげたいと思います。 

 

理工学部機械工学科 3 年 塚本 直也 
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３、今後の予定～ 
今後の予定についてお知らせします。 
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このデザインレポートは大会側へ提出する書類になります。この書類が選考通過されないと大会へ出 

場することが厳しくなります。 

・デザインレポート作成 

昨年はコスト審査 18 位でした。今年は一桁順位を目標に昨年 11 月より取り組んできました。デザイ

ンレポートと同様にコストレポートも大会側へ提出し書類選考が通過しないと大会へ出場すること

が厳しくなります。 

 

・コストレポート作成 

各パートでマシンの手直し、部品再製作を行います。6 月には毎年参加している未来館でのマシン展

示に向けての準備を行っていきます。 

・各種製作 

 

 ・東京理科大学サイエンスフェア学生企画「みらい研究室～科学へのトビラ～」 

日時：6/11(土)、12(日) 

  場所：日本科学未来館(東京都お台場) 

     今年製作した第 7 期車両を展示いたします。当日はお子様をマシンに乗せて記念写真の 

撮影をすることができます。 
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スポンサー様からの御支援 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

NTN 株式会社様より等速ジョイントをご提供いただきました。 

ご提供していただいた製品は大切に使用させていただきます。 

NTN 株式会社 様には第 1 期チーム発足時よりお世話になっており、

大変感謝しております。 

有難う御座いました。 

 

URL:http://www.ntn.co.jp/japan.indexhtml 
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¸  

  

http://www.mf- matsumoto.co.jp/ 

 

  

http://www.keihin- corp.co.jp/ 

 

  

http://www.sankei- gk.co.jp/ 

 

  

http://www.honda.co.jp/ 

 

TRUE BLUE  

http://www.true- blue.co.jp/ 

 

WIRUS WIN  

http://wiruswin.com/ 

 

  

 

¸  

  

http://www.sakae- koukan.co.jp/ 

 

   

http://sugaichi.com/ 

 

¸  

NTN   

http://www.ntn.co.jp/japan.indexhtml 

 

  

http://www.fcc - net.co.jp/ 

 

 

スポンサー様一覧 
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http://www.mscsoftware.co.jp/ 

 

  

http://www.hotfrog.jp/ 

 

R&D  

http://www.r - d.co.jp/ 

 

  

http://www.nissansp.co.jp/ 

 

  

http://www.nissinkogyo.co.jp/ 

 

  

http://www.yutakagiken.co.jp/index2.html/ 

 

  

http://www.jp.nsk.com/jp/index.html 

 

  

http://www.shinseikiko.co.jp/ 
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http://www.sws.co.jp/ 
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http://www.kovax.com/ 

 

  

http://www.takatsu- mfg.co.jp/ 

 

  

http://www.hakeya.com/ 

 

  

http://www.kohshin- chem.co.jp/ 

 

  

http://www.dowkakoh.co.jp/ 

 

  

http://www.ghcraft.com/ 

 

  

http://www.nissin- shoji.co.jp/group/ 

 

  

http://www.nip.co.jp/ 

 

  

http://www31.ocn.ne.jp/~ngf/ 

 

  

http://www.yuasa- r.com/ 

 

  

http://www.showa- aircraft.co.jp/ 

 

( )   

http://www.sportscars.co.jp/ 

¸  

  

http://www.cybernet.co.jp/ 

 

  

http://www.solidworks.co.jp/ 

 

  

http://www.nipponpaint.co.jp/ 

 

 SHOW UP   

http://www.showup- asahi.com/ 

 

  

http://www.techno- as.com/ 

 

  

http://jp.misumi- ec.com/ 

 

 

http://919.ms/  

 

  

  

 

  

http://www.tus- koyokai.com/ 

 

  

http://www.nissan- global.com/JP/FORMULA/ 

 

HONDA   

http://www.honda.co.jp/ 

 

  

http://www.nodaishi.com/ozawa.html 
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